
（公表用様式）

業務再点検結果報告

組織名 東北農政局 土地改良技術事務所 連絡先 022-295-5544

所管する 東北管内の国営事業（務）所及び県、その他関係機関に対して、土地改良事業等に関する技術支援、情報
業務の概要 提供を行っている。

１．基本的な心構え・行動

・現在行っている取組や工夫 ・点検によって得られた課題とその改善策

○元気に明るく挨拶する。来訪者に対してすばやく対応する。 ○代表電話に集中しないよう、相手に応じて担当各課の直
電話の対応も親切丁寧に行う。たらい回しにしない。 通電話をお知らせし、利用してもらうようにする。

○省全体の政策を把握するため農林省ＨＰ等を見るようにし ○政策等の情報量が多くて理解し難い。職員が関心を持っ
ている。 てＨＰ等を定期的に見るよう促す連絡をしていく。

２．政策・事業等の企画立案・推進

・現在行っている取組や工夫 ・点検によって得られた課題とその改善策

○基準見直しや設計審査の際は、地域にとってより使い易い ○審査結果、指摘事項について情報共有の徹底がされてい
施設が造れるよう、また農家負担（税金）軽減となるよう ない。直接の担当者以外にも内容を回覧する等、所内で
コスト縮減を念頭に、業務を行っている。 情報を共有できるようにする。

○現場に出向いて意見交換及び先進地の情報収集し、その結 ○現場に出向く部署が限られているため、現地で得た情報
果をまとめて事例紹介する等して、情報を現場（地元）に は出来る限り詳しく復命する等、所内への周知、情報の
還元している。 共有を図る。



３．リスク管理

・現在行っている取組や工夫 ・点検によって得られた課題とその改善策

○問題点や過去の失敗事例、及び地域の工夫事例等を管内関 ○所内での情報の共有化が充分なされていない。
係者へ会議等で周知している。 問題点や失敗事例、及び地域の工夫事例等に関する所内

勉強会を行っていく。

４．食の安全に関する取組

・現在行っている取組や工夫 ・点検によって得られた課題とその改善策

○土地改良施設を造る上で「食の安全」に繋がる水質、水温、 ○我々が行っている土地改良事業が「食の安全」に繋がる
水量等を考慮した基準の整備を行い、量的にも質的にも安 ということを意識しながら、常に業務を実施していく。
全な水の供給ができる施設の整備を目指している。

（個人的な取組として）
○地産地消に関心を持っている。 ○日頃から「食の安全」という意識を持つようにする。

５．その他の重要な取組

・現在行っている取組や工夫 ・点検によって得られた課題とその改善策

○定期的な所内会議、課内打合せ等により業務の実施状況を ○通常業務が平準化されても、飛び込みの業務が多く、対
確認し、必要に応じて協力し合うなど、業務の平準化の努 応に苦慮している状況。所内連携をとって一層の協力体
力をしている。 制を検討する。

○節電（昼休み消灯、無駄な電気・冷暖房を消すなど）
○コピー裏紙の再利用 －
○庁舎周辺の草刈り（職員による環境整備）


